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（目標） 
子宮頸がんの予防に重要な HPVワクチンや子宮頸がん検診などについて
理解を深め、課題の抽出やその解決に向けた対策を打ち出す。 
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（授業内容・方法） 
子宮頸がんや、その対策としての HPV ワクチンや子宮頸がん検診につい
ての基礎的事項や最新情報を提供する。その上で、実際上の問題点や課
題を整理する。 
（授業計画） 
最初に、課題を抽出できるための知識の習得を図る。文献的な考察など
も指導し、課題の整理を図る。その上で、その解決に向けた方法などを
検討し、実践を試みる。 
（成績評価基準） 
出席度やレポートなどにより総合的に評価し、優・良・可・不可の評点
で可以上に単位を認める。 

 

 


